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一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
一
二
月
一
三
日
公
布
（
法

律
第
二
六
一
号
）、
一
九
五
一
年
二
月
一
三
日
施
行
の
地

方
公
務
員
法
（
以
下
、「
地
公
法
」
と
い
う
）
は
、
そ
の

二
条
で
、
地
方
公
務
員
と
は
地
方
公
共
団
体
の
す
べ
て
の

公
務
員
を
い
う
と
定
義
し
、
旧
憲
法
下
の
吏
員
以
外
の
そ

の
他
の
職
員
で
あ
る
雇
員
、
傭
人
、
嘱
託
も
含
め
、
地
方

公
共
団
体
の
す
べ
て
の
公
務
員
を
一
律
に
扱
う
こ
と
と
し

た
。

　
旧
憲
法
下
の
吏
員
と
雇
員
・
傭
人
・
嘱
託

　
旧
憲
法
下
に
お
い
て
、
地
方
の
政
府
機
関
に
敷
か
れ
て

い
た
東
京
都
制
、
府
県
制
、
市
制
お
よ
び
町
村
制
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
都
吏
員
、
府
県
吏
員
、
市
吏
員
、
町
村
吏
員

の
設
置
に
つ
い
て
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
吏
員
は

都
道
府
県
ま
た
は
市
町
村
に
対
し
て
公
法
上
の
勤
務
関
係

に
立
つ
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、こ
れ
ら
吏
員
と
は
別
に
、

身
分
的
に
区
別
さ
れ
た
存
在
と
し
て
、
雇
員
、
傭
人
、
嘱

託
と
い
わ
れ
る
職
員
が
お
り
、
こ
れ
ら
雇
員
等
は
、
私
法

上
の
雇
用
契
約
に
よ
っ
て
都
道
府
県
ま
た
は
市
町
村
に
雇

用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
（
角
田
禮
次

郎
『
地
方
公
務
員
法
精
義
』
学
陽
書
房
、
一
九
五
五
年
、

三
頁
以
下
）。

　
吏
員
と
雇
員
等
の
区
別
は
、
採
用
の
形
式
に
よ
る
べ
き

と
さ
れ
、
す
な
わ
ち
任
命
の
形
式
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
る

も
の
が
吏
員
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
裏
を
返
せ
ば
、
雇

員
等
は
任
命
行
為
に
か
か
ら
な
い
の
で
、
私
法
上
の
雇
用

契
約
で
あ
る
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
雇
員
と
傭
人
の
区
別
は
、
前
者
が
吏
員
の
補
佐

と
し
て
事
務
を
担
当
し
て
い
た
の
に
対
し
、
後
者
は
主
に

肉
体
労
働
的
な
職
に
従
事
す
る
と
い
う
も
の
で
、
今
日
の

技
能
労
務
職
に
あ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
嘱
託
は
、

官
吏
の
定
員
不
足
を
補
う
場
合
や
、
任
用
・
給
与
上
適
切

に
採
用
し
が
た
い
場
合
さ
ら
に
本
人
の
希
望
に
よ
っ
て
官

吏
と
し
て
採
用
し
な
い
こ
と
に
し
た
い
人
を
官
吏
的
に
勤

務
さ
せ
る
場
合
な
ど
に
採
用
さ
れ
た
、
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。

　
地
公
法
制
定
ま
で
の
紆
余
曲
折

　
地
公
法
制
定
以
前
の
一
九
四
七
年
五
月
に
地
方
自
治
法

（
以
下
、「
地
自
法
」
と
い
う
）
は
施
行
し
て
い
る
が
、
同

法
で
は
従
前
の
官
吏
制
度
に
準
ず
る
暫
定
措
置
が
講
ぜ
ら

れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
制
定
時
の
地
自
法
一

七
二
条
は
、
旧
憲
法
下
に
お
い
て
吏
員
で
あ
っ
た
も
の
に

つ
い
て
の
み
規
定
を
置
き
、
こ
れ
を
事
務
吏
員
、
技
術
吏

員
、
警
察
吏
員
及
び
教
育
吏
員
に
区
別
し
、
そ
の
勤
務
関

係
は
、
旧
憲
法
下
と
同
様
に
長
の
任
免
に
か
か
ら
し
め
る

こ
と
を
通
じ
て
公
法
上
の
勤
務
関
係
と
し
た
。
一
方
、
雇

員
等
に
関
し
て
も
公
法
上
の
規
律
の
範
囲
外
と
し
、
そ
の

勤
務
関
係
は
な
お
私
法
上
の
雇
用
契
約
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
時
点
で
は
、
雇
員
、
傭
人
、
嘱

託
は
「
吏
員
と
は
身
分
的
に
差
別
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
こ

れ
ら
を
含
め
た
地
方
公
務
員
と
い
う
観
念
は
な
か
っ
た

し
、
こ
れ
ら
の
職
員
の
す
べ
て
を
対
象
と
す
る
地
方
公
務

員
制
度
も
な
か
っ
た
」（
角
田
前
掲
書
三
頁
）
の
で
あ
る
。

　
新
憲
法
施
行
に
あ
わ
せ
て
施
行
す
る
こ
と
を
第
一
義
と

し
て
制
定
さ
れ
た
地
自
法
に
関
し
、
総
司
令
部
は
、
同
法

施
行
直
後
か
ら
そ
の
改
正
に
つ
い
て
日
本
政
府
と
協
議
を

重
ね
て
い
た
。
こ
の
過
程
で
、
総
司
令
部
民
生
局
地
方
行

政
課
は
、
地
方
吏
員
の
任
免
、
給
与
、
分
限
、
懲
戒
、
服

務
等
身
分
取
扱
に
関
す
る
規
定
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
旨
及
び
そ

の
定
め
る
期
限
を
地
自
法
で
明
示
す
る
よ
う
求
め
た
。
こ

の
要
求
に
基
づ
き
同
年
一
二
月
の
地
自
法
改
正
案
で
は
、

一
七
二
条
四
項
を
新
設
し
、「
第
一
項
の
吏
員
に
関
す
る

職
階
制
、
試
験
、
任
免
、
給
与
、
能
率
、
分
限
、
懲
戒
、

保
障
、
服
務
そ
の
他
身
分
取
扱
に
関
し
て
は
、
こ
の
法
律

及
び
こ
れ
に
基
く
政
令
に
定
め
る
も
の
を
除
く
外
、
別
に

普
通
地
方
公
共
団
体
の
職
員
に
関
し
て
規
定
す
る
法
律
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
」
と
し
、
こ
の
法
律
は
「
昭
和

二
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
、
こ
れ
を
制
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」（
附
則
第
一
条
第
二
項
）
と
定
め
た
。

　
し
か
し
、
地
公
法
の
制
定
は
大
幅
に
遅
れ
た
。

　
労
働
基
本
権
の
制
約
と
地
公
法
制
定

　
一
九
四
八
年
七
月
三
一
日
、
公
務
員
の
争
議
行
為
を
禁

止
し
、労
働
協
約
締
結
権
を
否
認
す
る
「
政
令
二
〇
一
号
」

が
公
布
・
施
行
さ
れ
る
。
こ
の
「
政
令
二
〇
一
号
」
は
、

国
家
公
務
員
の
み
な
ら
ず
地
方
公
務
員
に
も
適
用
さ
れ

た
。す
で
に
施
行
し
て
い
た
国
家
公
務
員
法
に
関
し
て
は
、

「
政
令
二
〇
一
号
」
に
即
し
た
改
正
作
業
が
進
め
ら
れ
、

　
上
　
林
　
陽
　
治

 
地
方
公
務
員
法
制
定

戦
後
自
治
の
あ
ゆ
み
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一
二
月
三
日
に
国
家
公
務
員
法
改
正
案
が
公
布
施
行
し
、

労
働
組
合
法
、
労
働
関
係
調
整
法
、
労
働
基
準
法
を
適
用

除
外
し
、
そ
の
労
働
関
係
は
国
家
公
務
員
法
体
系
で
規
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
地
方
公
務
員
に
関
し
て
は
、
労
働
三
権
を
制
約

し
、
そ
の
代
替
と
な
る
べ
き
体
系
の
も
と
と
な
る
地
公
法

そ
の
も
の
が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
原
因
は
、
総
司
令
部
民
生
局
内
に
お
い
て
、
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
も
国
の
制
度
に
準
じ
た
職
階
制
等
を

基
盤
と
す
る
詳
細
な
規
定
の
画
一
的
適
用
を
指
向
す
る
公

務
員
制
度
課
と
、
中
央
に
よ
る
職
員
制
度
の
画
一
的
な
押

し
付
け
は
地
方
自
治
権
の
侵
害
に
あ
た
る
と
す
る
地
方
行

政
課
と
の
対
立
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
内
務

省
の
後
継
機
関
が
定
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
ほ
か
、
地
方

公
共
団
体
の
職
員
の
労
働
法
制
の
適
用
に
関
し
て
政
府
部

内
や
総
司
令
部
内
の
意
見
の
隔
た
り
が
大
き
か
っ
た
た
め

で
あ
っ
た
。

　
最
終
的
に
地
方
公
務
員
法
の
原
案
作
成
を
委
ね
ら
れ
た

の
は
当
時
の
地
方
自
治
庁
で
あ
っ
た
が
、
原
案
が
閣
議
決

定
さ
れ
た
の
は
、
一
九
四
九
年
一
〇
月
一
四
日
の
こ
と
で

あ
っ
た
（
一
〇
月
一
四
日
案
）。
し
か
し
労
働
三
権
の
適

用
の
可
否
、
労
働
基
準
法
の
適
用
の
可
否
、
教
職
員
へ
の

地
方
公
務
員
法
適
用
の
可
否
、
単
純
労
務
職
員
を
特
別
職

と
す
る
こ
と
等
を
め
ぐ
り
総
司
令
部
な
ら
び
に
政
府
部
内

の
意
見
は
ま
と
ま
ら
ず
、
結
局
、
一
〇
月
一
四
日
案
は
廃

案
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
地
方
自
治
庁
で
は
第
二
次
案
の
作
成
作
業
を

進
め
、
一
九
五
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
に
こ
れ
を
仕
上
げ
、

総
司
令
部
と
の
協
議
を
重
ね
て
最
終
案
を
取
り
ま
と
め
、

一
一
月
一
七
日
に
地
方
公
務
員
法
案
は
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

　
地
方
公
務
員
法
案
は
一
一
月
二
一
日
に
招
集
さ
れ
た
第

九
回
国
会
に
提
出
さ
れ
、
衆
議
院
で
は
一
二
月
五
日
に
可

決
成
立
、
一
二
月
九
日
に
参
議
院
で
一
部
修
正
し
て
可
決

し
た
た
め
衆
議
院
に
回
付
さ
れ
、
同
日
、
衆
議
院
で
同
回

付
案
に
同
意
し
、
地
公
法
は
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
地
公
法
の
成
立
に
よ
り
、
地
方
公
務
員
に
関
し
て
も
、

政
令
二
〇
一
号
は
そ
の
効
力
を
失
っ
た
。
し
か
し
、
地
公

法
五
八
条
に
よ
り
労
働
組
合
法
及
び
労
働
関
係
調
整
法
の

適
用
が
除
外
さ
れ
、
そ
の
代
替
措
置
を
規
定
す
る
地
公
法

と
、
原
則
適
用
の
労
働
基
準
法
と
で
構
成
さ
れ
る
新
た
な

地
方
公
務
員
労
働
関
係
体
系
が
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
い
う
な
れ
ば
労
働
基
本
権
の
制
約
を
埋
め
込
ん
で
地

方
公
務
員
法
は
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
私
法
上
の
雇
傭
関
係
に
準
ず
る
公
法
上
の
契
約

　
一
九
五
一
年
、
地
公
法
の
制
定
に
伴
う
関
係
法
律
の
整

理
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
地
自
法
一
七
二
条
の
条
文
全

体
が
改
正
さ
れ
、
吏
員
に
加
え
て
「
そ
の
他
の
職
員
」
に

つ
い
て
も
規
定
し
、
従
前
の
雇
員
等
も
「
職
員
」
と
す
る

こ
と
と
し
た
。
こ
の
改
正
で
重
要
な
点
は
、
吏
員
で
あ
れ

そ
の
他
職
員
で
あ
れ
、
地
公
法
上
の
勤
務
関
係
に
お
い
て

両
者
が
区
別
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

地
自
法
一
七
二
条
二
項
に
よ
り
両
者
と
も
長
の
任
免
に
か

か
ら
し
め
る
こ
と
を
通
じ
て
公
法
上
の
勤
務
関
係
と
な
り
、

地
公
法
制
定
以
前
の
よ
う
な
私
法
上
の
雇
用
契
約
に
よ
る

勤
務
関
係
が
排
除
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
地
公
法
制
定
当
初
の
考
え
方
は
、
今
日

の
よ
う
な
、
こ
れ
を
行
政
処
分
の
一
環
と
し
て
の
任
用
行

為
に
よ
り
勤
務
関
係
が
成
立
す
る
と
硬
直
的
に
捉
え
る
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
「（
地
公
法
二
条
に
い
う
「
地
方
公

共
団
体
の
す
べ
て
の
公
務
員
」
と
は
）
私
法
上
の
雇
傭
関

係
に
準
ず
る
公
法
上
の
契
約
に
よ
つ
て
、
勤
労
を
地
方
公

共
団
体
に
提
供
す
る
関
係
に
あ
る
者
」と
い
う
も
の
で（
角

田
前
掲
書
一
〇
頁
）、
そ
の
勤
務
関
係
は
公
法
上
の
契
約

に
基
づ
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
地
公
法
制
定
か
ら
四
年
を
経
過
し
た
一
九
五
四
年
に
設

置
さ
れ
た
公
務
員
制
度
調
査
会
は
、翌
一
九
五
五
年
に「
公

務
員
制
度
の
改
革
に
関
す
る
答
申
」
を
行
っ
た
が
、
こ
の

答
申
は
、
公
務
員
の
範
囲
に
つ
い
て
、
任
命
行
為
に
基
づ

き
特
別
の
勤
務
関
係
に
立
つ
者
と
私
法
上
の
雇
用
契
約
に

基
づ
く
者
と
に
二
分
し
て
、
前
者
の
み
を
公
務
員
と
し
て

公
務
員
法
制
を
適
用
し
、
公
営
企
業
職
員
、
現
業
職
員
、

臨
時
・
非
常
勤
職
員
等
は
雇
用
契
約
に
基
づ
く
も
の
と
す

る
こ
と
を
提
言
し
た
。
同
答
申
は
、
旧
憲
法
下
の
官
吏
及

び
公
吏
と
雇
員
・
傭
人
・
嘱
託
員
の
区
別
へ
の
回
帰
と
受

け
取
ら
れ
、
法
案
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の

の
ち
急
速
に
、
勤
務
関
係
任
用
行
為
説
が
広
ま
る
こ
と
に

な
り
、
勤
務
関
係
契
約
説
は
省
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　
地
公
法
は
、
そ
の
制
定
当
初
か
ら
、
未
完
の
戦
後
改
革

の
残
滓
を
色
濃
く
反
映
し
た
ま
ま
、
六
〇
年
以
上
も
生
き

延
び
て
き
た
稀
有
な
法
律
だ
と
い
え
よ
う
。
残
滓
と
は
、

第
一
に
、
労
働
基
本
権
制
約
を
埋
め
込
ん
だ
体
系
で
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
第
二
に
、
世
界
で
類
の
な
い
臨
時
・
非
常

勤
職
員
等
の
非
正
規
公
務
員
を
含
め
た
す
べ
て
の
地
方
公

務
員
の
勤
務
関
係
を
行
政
処
分
た
る
任
用
行
為
と
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

＜

か
ん
ば
や
し
　
よ
う
じ
・
公
益
財
団
法
人
地
方
自
治
総
合
研
究
所
研
究
員＞
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